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CDF‖7evenb）   
紬封甘‖h購狛廟   
＼ ；■・∴  
するWボゾンの質量測定値を論文発表した。この値は標準模 5  
型の予測値と一致している。トップクォークとWボゾンの質  
量値からヒッグス粒子の質量に対する知見が得られるが、硯  4  
状では約1TeV以下と制限は緩い。  8   
Wボゾンと光子が同時に生成される断面積の測定を継葦売し  
たこ丁標準模型ではⅥrと光子の結合は非アーベル理論で予想さ  2  
れ、その結果、Ⅵrと光子の重心系で、光子のuクオークから 1  
の散乱角分布はcose？～0・3でゼロとなる（radiationampitude  
＝＝＝ゴ＝址▲■  
zer。）。これを実測することによってWと光子の結合が非アー0一三冒二言器  0．402 0 02 0．4 0，6 0．ら 1  

















統）psを得た。ニれら3種類のB中間子の寿命は誤差の範囲で一致する。   















と比較した。HERWIGは 2パートン  
→2パートン素過程の断面積を計算し、  
????（?、???? ??????）?
M  ■7  n8  
㍉  
高次過程はグルーオン塙射として近似三1  
されているが、CDFの種々の測定結三 三  
果をよく再現してきた。NJETSは2→ さ○・与  
N（N≦5）の最低次の薫過程を計算  
する。不変質量分布などは、共に良く  ○  
実験結果を再現することが分かった。  
1 ヱ  
中，（rqdiロ帽）  









ら510Gel7／c：の範囲で存在しない（95％の信頼度）ことを示した。   
Zボゾンよりも質量の重い中性電弱ボゾンZ一粒子の探索を、レプトン対の不変質量分布の裾を測定す  
ることで行った。Z，の結合がZと同じと仮定すると、690GeV／c＝ よりも軽いZ’粒子は無いこと（95％  
の信頼度）が測毒された。  
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ゝ＼＼寸  入＝3・4±0・1m  
＼       ●   
W／Mirroring  
● W／OMirroring  
Ⅰ，25 1，5 1，75  2  



















L l．5mol％T＝30．1±仇7ns ≡ 
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